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前房内免疫制御機構を用いた実験的自己免疫性
視神経脊髄炎の抑制
（大学院一年・眼科学）
○松永　芳心
（眼科学）
　毛塚　剛司、臼井　嘉彦、松田　隆作
　山川　直之、竹内　　大、後藤　　浩
【目的】前房内免疫偏位（anterior　chamber　associated
immune　deviation：ACAID）とは、前房内に蛋白抗原
を注入すると、その抗原に対する全身の免疫反応が抑
制される特異な現象である。多発性硬化症および視神
経脊髄炎（NMO）をはじめとする難治性自己免疫性
神経疾患の病態解明、ならびに新たな治療法の開発を
目標として、実験的自己免疫性視神経脊髄炎モデル
（EON）を確立し、ACAID誘導による炎症抑制の可能
性について検討した。
【方法】脳脊髄由来の合成ペプチドMOG35－55を
C57Bl／6マウスの前房内に注入してACAIDを誘導
し、その後MOG35－55をマウスに接種して実験的自
己免疫性脳脊髄炎（EAE）とEONを発症させた。
ACAIDの誘導はマウス耳朶における遅延型過敏反応
（DH）の抑制の有無によって評価した。EAEの発症お
よび重症度は臨床スコアに応じて、EONの発症およ
び重症度は病瑠組織学的評価に基づいて行った。さら
にEON発症群およびACAID誘導群において、マウ
ス島細胞上清のサイトカインの測定を行い、抑制機序
の解析を行った。
【結果】ACAID誘導群ではDHが有意に抑制され
た。陽性対照群（ACAID非誘導群）ではEONの発症
率は90－100％、EAEの発症率は78－90％であった。一
方、ACAID誘導群ではEONの発症は病理組織スコ
アで70％に抑制され、EAEの発症も臨床スコアでは
30％に抑制された。重症度分類でもEON、　EAEとも
にACAID誘導によって有意に軽減された。また、
ACAIDの誘導群では脾細胞上清中のIL－17の値が有
意に低下していた。
【結論】EAEとEONの動物モデルはACAIDの誘
導によって軽症化することが明らかとなった。その機
序としてIL－17の産生抑制が示唆された。
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浸かマウス自己免疫性膵炎におけるNK、　NKT
細胞の解析
（大学院三年・人体構造学）
○王　　恒孝
（人体構造学）
　寺山　隼人、内藤　宗和、平井　宗一
　曲　　　寧、伊藤　正裕
（金沢大学　神経分布路形態・形成学）
　易　　　勤
【目的】近年、自己免疫性膵炎（autoimmune　pan－
creatitis；AIP）の概念が提唱され、多くの症例報告が
されている。しかし、その病態の形成・進展について
は未だ明らかになっていない。最近、先天的に全身の
リンパ節が欠損しているaly（αlymphoplαsia）マウス
がAIPのモデルとして注目されており、自然発症で膵
炎および唾液腺炎などの自己免疫性炎症が起こるこ
とが分かってきた。a！yマウスの自己免疫性膵炎およ
び唾液腺炎の病変にはCD4＋T、　CD8＋T、　B細胞、マ
クロファージの浸潤が認められるが、さらに唾液腺炎
ではNK細胞、　NKT細胞が疾患の形成・進展に関わっ
ていると報告されている。そこで今回、我々はαlyマ
ウスの自己免疫性膵炎の形成・進展におけるNK
（NKLI十　CD3一）およびNKT（NKLI十　CD3十）
細胞の同定を試みた。
【対象と方法】　10、20および45週齢のalyマウス33
匹の膵臓からリンパ細胞抽出後、抗CD3および抗
NKl．1抗体を用い、　Flow　cytometry　analysis（FACs）
で解析した。また、膵臓組織を免疫組織化学染色法で
検討した。
【結果】　10、20および45週齢のa！yマウス膵臓の炎
症細胞中にNKとNKT細胞が認められ、早期ではそ
れらの細胞が有意に多く認められた。（P＜0．05）
【考察】NKとNKT細胞は早期にalyマウスの自己
免疫性膵炎の形成・進展に関わっていると考えられ
る。
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